




である。  ムクチ・クマールは 5 年前から金物屋を始めた。若い頃は森林サービス(森林鑑査役





















金物屋が鍛冶屋 1 人に 1 週間で作らせる量は、
コダロ(鍬)は材料 100 kg で 70 本、 ボンチョロ(斧)は材料 100 kg で 80 本、
アンシャ(鎌)は材料 40 kg で 100 本、 ツクツケ(石斧)は材料 100 kg で 125 本、
ボシラ(大工の手斧)は材料 50 kg で 40 本、 パリ(犂先)は材料 50 kg で 50 本、
鍛造品の歩留りは 80% で計算している。
また、鍛冶屋への支払いは、
コダロは材料とも鍛冶屋持ちの場合は、1 kgで 70 ルピー。同様に鎌は 1 kg 70 ルピー
何れ材料 + 手間 + 炭代ということになる。材料鉄は 1 kg 25 ルピーの計算。手間賃はコダロ・















全部調査させてもらった。チャハラ村の鍛冶屋調査と同様に 1 点 1 点写真撮影を行い、大きさ






















図 2.4 図 2.2 と同店の鉄製品
食関係 炒め・煮る
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図 2.5 図 2.2 と同店の鉄製品 食関係(切る、混ぜる、掬う)
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図 2.6 図 2.2 と同店の鉄製品 生産に関わる
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図 3.1 銅細工師の仕事場 カナンダル(次のページ上図)の製作中
図 3.2 上図 3.1 の炉部分
3. タンセンの銅細工師
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図 3.4 草取り小鍬 タンセンの金物屋にて
廃材鉄で作った小鍬 空いたそのままの材を使用 この鍬に打たれる前はなんであったのだろう






図 4.2 カミ 彼はパルバテの鍛冶屋 蛇腹ふいごを使っての鍛冶仕事 ここで
はフイゴは鍛冶屋自身が動かしていた

































図 4.10 路上の刃物研ぎ 手引きロクロ式の研摩器でハサミを研ぐ
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5. 道具資料集
チャハラ村の鍛冶屋の道具図(図 5.1～3 図 1.10 に照合する)
図 5.1
漓 Gan (ガン) 先手の使う大槌 インド製 タンセンで購入
滷 Hatori (ハトリ) 横座の小槌 自製
澆 Hatori (ハトリ) 横座の小槌 自製
潺 Hatori (ハトリ) 横座の小槌 自製
潸 Sanaso (サナソ) 金箸 自製
澁 Sanaso (サナソ) 金箸 自製
澀 Sanaso (サナソ) 金箸 自製
潯 Chad (カド) 火掻き棒 自製
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図 5.2 図 5.1 と同一
潛 Dhungro (ズングロ) 竹筒 やすりが入っている
Reto (レト) やすり インド製 タンセンで購入 全 17 点
濳 Tango (タンゴ) 柄穴などをあけるためのたがね 自製 2 点
潭 Cheno (チェノ) たがね 自製
澂 Cheno (チェノ) たがね 自製 一本だけ古いやすりで作ったものがある 2 点
潼 Cheno (チェノ) たがね 自製 一本だけ古いやすりで作ったものがある
Tango (タンゴ) 柄穴などをあけるためのたがね 自製 Batta に入っていたもの
潘 砥石・焼き入れ用の水壺
澎 Batta (バッタ) プラスチック製取手つき手桶(木地挽き) たがね、その他小物入れ
澑 Dunero (ズネロ) 木桶(木地挽き) ハンシャの柄が入っている
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図 5.3 図 5.1 と同一 この鍛冶場にあった修理品
濂 ハンシャ 鎌 全 8 点 修理用
潦 ボンチョロ 斧の壊れたもの 修理用 4 点
澳 犂先(パリ)の古いもの 修理用
澣 壊れたボンチョロ 3 点
澡 コダロの古物 2 点
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図 5.4 チャハラ村の銅細工師道具図(図 1.18に照合する)
漓 当て金 Khariyo (カリョ)・当て金の台木 Kharet (カレト)
滷 両手槌 Ghan (ガン) 銅槐を金床にのせて叩き延ばすために用いる金槌
澆 片手槌 Hantro (ハントロ) 銅槐を延ばすのに用いる金槌
潺 片手槌 Mairi (マイリ) 叩き槌
潸 鋏 Katornu (カトルヌ) 銅を切る
澁 金箸 Sanaso (サナソ) 熱した銅を挟む
澀 袋ふいご Khalanti (カランチィ) 車の幌に使うようなゴム引きの布製
図 5.4
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ポカラ・ビムセン通りの金物屋の鉄製品(図 5.5～14 図 2.3～6 に照合する)
図 5.5 炒め、煮炊き用具
漓 鉄鍋 (タプケ) Dhindo を作る 鉄 柄付き 丸底 Birganj の工場製作 100Rs
滷 鉄鍋 (タプケ) Dhindo を作る 鉄 柄は鉄筋 丸底 Kami 製作 100Rs
澆 鉄鍋 (タプケ) Dhindo を作る 鉄 柄は鉄筋 両柄 丸底 Kami 製作 100Rs
潺 鉄鍋 (タプケ) Dhindo を作る 鉄 柄なし 丸底 上すぼみ Kami 製作 100Rs
潸 フライパン (タワ) Omlet, Roti を作る 鉄 柄付き Kami 製作 100Rs 2 点
澁 フライパン (フライパン) Omlet を作る 鉄 柄の止輪は水道管 Imdia 100Rs 2 点
澀 フライパン (タワ) Omlet, Roti を作る 鉄 柄は鉄筋と木 Kami 製作 100Rs
潯 フライパン (タワ) Omlet, Roti を作る 鉄 柄は鉄筋 Kami 製作 100Rs
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図 5.6 図 5.5 と同一 炒め、煮炊き用具
潛 フライパン (フライパン) Omlet, Roti を作る 鉄 柄は鉄と木 Kami 製作 100Rs
濳 フライパン (フライパン) Omlet を作る 鉄 柄は鉄と木 Kami 製作 80Rs
潭 鉄鍋 (ポカラタプケ) Dal, おかずを作る 鉄 柄付き 丸底 Kami 製作 100Rs
澂 鉄鍋 (タプケ) Dal, おかずを作る 鉄 柄付き 平底 Kami 製作 100Rs 4 点
潼 鉄鍋 (タプケ) Dal を作る 鉄 柄は鉄管 平底 Kami 製作 100Rs
潘 鉄鍋 (タプケ) Dal を作る 鉄 柄は鉄管 平底 Kami 製作 100Rs
澎 鉄鍋 (タプケ) Dal を作る 鉄 柄は筋 平底 Kami 製作 100Rs
澑 鉄鍋 (タプケ) Dal を作る 鉄 柄は廃物利用 平底 Kami 製作 100Rs 2 点
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図 5.7 図 5.5 と同一 炒め、煮炊き用具
濂 鉄鍋 (タプケ) おかずを作る 鉄 柄は鉄と木 平底 Kami 製作 100Rs
潦 鉄鍋 (タプケ) おかずを作る 鉄 柄も鉄 平底 Kami 製作 100Rs
澳 フライパン (タプケ) 卵を焼く 油を熱する 鉄 柄も鉄 平底 Kami 製作 100Rs
澣 フライパン (タプケ) 卵を焼く 油を熱する 鉄 柄も鉄 平底 Kami 製作 100Rs
澡 フライパン (タプケ) 卵を焼く 油を熱する 鉄 柄も鉄 平底 Kami 製作 100Rs
澤 鉄鍋 (タプケ) Shel を作る 鉄 柄付き 底部中央に半球型の凸あり
Kami 製作 80Rs 2 点
澹 フライパン (タワ・バジャン) Roti を焼く 鉄 持手なし 円形
Imdia, Birganj の工場製作 100Rs
濆 フライパン (タワ ) Omlet, Roti を作る 鉄 持手なし 円形 Kami 製作 100Rs
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図 5.8 図 5.5 と同一 炒め、焼、煮炊き用具
澪 鉄鍋 (タワ・ピッチャ) Roti を作る、焼く アルミ(表) 鉄(底面) 両柄付き 平底 225Rs
濟 鉄鍋 (タワ・ドワ) Shel, Roti を作る 鉄 両柄付き 平底 Kami 製作 100Rs 大小 8 点
濕 鉄鍋 (タワ) Shel を作る揚げ物鍋 鉄 両柄付き 底部中央に半球型の凸あり Kami 製作 100Rs
濬 鉄鍋 (カライ) 牛乳を沸かしやタルカリを作る 鋳鉄 両柄付き 中華風鍋
Birganj の工場製作 75Rs
濔 鉄鍋 (カライ) 牛乳を沸かしたりタルカリを作る 鉄 両柄付き 中華風鍋
Birganj の工場製作 75Rs 4 点
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図 5.9 図 5.5 と同一 切截用具
濘 肉切り包丁 (クンダ) 骨付きの肉切り、薪切りにも使う 鋼．Kami 製作 90Rs 2 点
濱 肉切り包丁 (クンダ) 骨付きの肉切り、薪切りにも使う 鋼．Kami 製作 90Rs 2 点
濮 肉切り包丁 (チュピイ) 骨付きの肉、野菜を切る 鋼 柄は木．出刃型 Kami 製作 90Rs
濛 肉切り包丁 (チュピイ) 肉切り 主に肉屋で使う 鋼 木 Kami 製作 30～100Rs
瀉 ククリ (ククリ・カルダ) 主に山羊、羊などの屠殺解体に使う 鋼 木 真鍮
Bhojpur から売りにくる Kami 製作 2200Rs 3 点
瀋 Spari 切り (サロタ) Supari を切り割るナイフ 鋼 カトマンズから仕入れる Kami 製作 60Rs
2 点　
濺 包丁 (チュレシ) 野菜を切る 鋼 台付き折りたたき式 Kami 製作 30～35Rs 2 点
瀑 ないふ (チュリ) 野菜を切る 鋼 Kami 製作 20Rs 3 点
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図 5.10 図 5.5 と同一 食用具
瀁 フライガエシ (ジャンジャー) Roti を返したり掬いとる アルミ(先) 柄は鉄筋
先は穴空き Kami 製作 25Rs 2 点
瀏 杓子 (パンユー) ご飯を掬う 鉄 柄は鉄筋使用 円形 へら型 Kami 製作 70Rs 3 点
濾 杓子 (ダズー・ダヨウ) スープをすくう 鉄 柄は鉄筋使用 お玉型 Kami 製作 70Rs 2 点
瀛 汁杓子 (ピッタルコダズ) ダルスープをすくう 真鍮(?)銅(?) お玉杓子
タモト製作 95Rs 2 点
瀚 汁杓子 (ダズ・アルミコダズ) ダルスープをすくう アルミ お玉杓子 工場製 35Rs
潴 へら (パンユー) Roti をかえす 鉄 Kami 製作 70Rs 3 点　
瀝 汁杓子 (パネウ・アルミコパネウ) かき混ぜ用 アルミ 工場製 30Rs
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図 5.11 図 5.5 と同一 農耕用具
瀘 鍬 (コダリ・チャンデ) 主に水田に使うのか ? 鋼 Kami 製作 100Rs
瀟 鍬 (コダリ・チャンデ) 主に水田に使うのか ? 鋼 Kami 製作 100Rs 3 点
瀰 鍬 (コダリ・チャンデ) 主に水田に使うのか ? 鋼 Kami 製作 100Rs
瀾 鍬 (コダリ・チャンデ) 主に水田に使うのか ? 鋼 Kami 製作 100Rs
瀲 鍬 (バウソ) 主に畑に使うのか ? 鋼 Kami 製作 70Rs 3 点
灑 犂先 (ファリイ) 鋼 Kami 製作 50Rs 3 点
灣 草取り用小鍬 (クット) 草取りに使う Kami 製作 2 点
炙 鍬の柄 (ビンド ) コダロの柄 2 点
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図 5.12 図 5.5 と同一 切截加工用具
炒 鋸鎌 (カラウンチアシ) 草刈り用 鋼 木 Kami 製作 30～60Rs 2 点
炯 鋸鎌 (カラウンチアシ) 草刈り用 鋼 木 Kami 製作 30～60Rs 2 点
烱 厚鎌 (クルパ) 柴刈り薪刈りなど木切り用 鋼 木 Kami 製作 35～100Rs 大小 3 点
炬 厚鎌 (クルパ) 柴刈り薪刈りなど木切り用 鋼 木 Kami 製作 35～100Rs 大小 3 点
炸 斧 (ボンチョロ・ブンチョロ) 木切り 鋼 Kami 製作 110Rs 3 点
炳 斧 (ボンチョロ・ブンチョロ) 木切り 鋼 Kami 製作 110Rs 2 点
炮 鋸 (カラウンチ・アリ) 木切り 鋼 木 Birganj、インド製 2 点
烟 金切り鋸 (カラブンチイ ) 鉄を切る Birganj、インド製 60Rs
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図 5.13 図 5.5 と同一 加工用具
煕 石割のみ (チナ) 石を割る 木を切る(?) 鋼 Kami 製作 60Rs 2 点
熈 石割のみ (チナ) 石を割る 木を切る(?) 鋼 Kami 製作 75Rs 2 点
煦 石割のみ (チナ) 石を割る 鋼 Kami 製作 75Rs 2 点
煢 石割のみ (チナ) 石を割る 木を切る(?) 鋼 Kami 製作 60Rs 4 点
煌 石割槌 (ガン) 石を割る 鍛冶屋の槌としては(?) 鋼 Kami 製作 75Rs
煖 石割斧 (ツクツケ) 石を割る 鋼 Kami 製作 80Rs 3 点 2 点
煬 チョウナ (バシラ) 大工の手斧 鋼 Kami 製作 110Rs 3 点
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図 5.14 図 5.5 と同一 そのほか
烋 焜炉 (ブスチュロ) モミガラの燃料で煮焼する 鉄板 Kami 製作 35Rs 2 点
烝 焜炉 (ダムチュリ・アウチャ) 炭の燃料で煮焼する 鉄板 Kami 製作 35Rs 2 点
烙 五徳 (大)(オダノ) 炉に置く 鉄筋(工場から入手) 3 足 Kami 製作 35Rs
焉 こて (ジャボル) 左官道具壁塗り、石積みなどに使う 鋼 木 工場製 3 点
烽 鉄材 自動車の部品 鉄棒
焜 蹄鉄 (ナル) Khachhar (主に駄送用の小馬)の蹄鉄 鋼 インド製 10Rs
焙 ネズミ捕り (ダラップ) 鼠を捕る 鋼 木 Birganj、インド製 20Rs
煥 五徳 (小)(オダノ) 死人の供物 鉄筋(工場から入手) 3 足 Kami 製作 60Rs
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ポカラ・ビムセン通りの鍛冶屋道具 (図 5.15～16 図 2.10 と照合する)
図 5.15
漓 片手槌 Hottro (Hate Ghan) 4 本
滷 片手槌 Hottro (Hate Ghan) 3 本
澆 片手槌 Hottro (Hate Ghan) 3 本
潺 向こう槌 Ghan (ガン) 金床の代用
潸 向こう槌 Ghan (ガン)
澁 金床 Kath Ghan (Chilaune)
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図 5.16 図 5.5 と同一
澀 たがね Chhino・金箸 Sanoshi
潯 金箸 Sanoshi・切り鋏 Kainchi
潛 たがね Chhino
濳 鍋の型 Khal
潭 鍬びつの型 3 点
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パタン(ラリトプール)の鍛冶屋道具 (図 5.17～19 図 4.5 の鍛冶屋の道具)
図 5.17
漓 大槌 Tago Mugahcha (Ghan) 先手が用いる向こう槌
滷 小槌 Tago Mugahcha (Hataudi) 横座が用いる向こう槌 3 本
澆 小槌 Chigo Mugahcha (Sano Hataudi) 横座が用いる 小さいものを鍛える 2 本
潺 鉄挟み Chali Mugahcha 焼いた鉄材を挟む 2 本
潸 鉄挟み Chali Mugahcha 焼いた鉄材を挟む 2 本
澁 鉄切り鋏 Kainchi 鉄板などを切る
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図 5.18 図 5.17 と同一
澀 やすり Baga Wocha 三角形
潯 やすり Baga Wocha
潛 やすり Baga Wocha
濳 切りたがね Maru Palan 鉄筋を切る 今は使っていない
潭 鉄の穴あけ Maru Palan 鉄板などに穴をあける
澂 切りたがね Katan 鉄を切る 今も使っているもの
潼 鉄の穴あけ Maru Palan 鉄板などに穴をあける
潘 鉄の穴あけ Maru Palan 鉄板などに穴をあける
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図 5.19 図 5.17 と同一
澎 穴あけ Khancha Sunba 自製
澑 穴あけ Khancha Sunba 自製
濂 火掻き棒 Ukunala 火床に用いる
潦 物差し Foot インチ尺
澳 ゲージ(当て尺) Level レベルを計る 曲面を合わせるのに使う
澣 肉切り包丁 Nay Chudi 肉を切る このナカルミがつくったもの 柄なし
澡 肉切り包丁 Nay Chudi 肉を切る このナカルミがつくったもの
澤 鍬 Kodai カトマンズで用いる 修理に持参したもの
